
CS-GXシリーズ小形超遠シリーズ小形超遠シリーズ小形超遠シリーズ小形超遠

従従来来のの半半分分以以下下のの時時間間（（11..55時時間間））

　従来、ロタウイルスなどの比較的小さいウイ

られており、一般に４時間以上４時間以上４時間以上４時間以上の長時間にわた

スおよびオルガネラの分画遠心用に開発された

の迅速分離について検討しました。

その結果、従来の半分以下の 1.51.51.51.5時間時間時間時間で分離で

分離結果分離結果分離結果分離結果((((電子顕微鏡写真電子顕微鏡写真電子顕微鏡写真電子顕微鏡写真：日立：日立：日立：日立 H-7000H-7000H-7000H-7000使用使用使用使用))))

　

操作手順操作手順操作手順操作手順

１． 検査材料の前処理方法

  ①患者の糞便（約１ｇ）を 15mlのポリプロ

  ②9mlの蒸留水を加え 10%懸濁液を作成する

  ③4,000xg(微量高速遠心機用アングルロータ

  ④上清を新しい遠心チューブに移し、等量の

  ⑤2,000xg(微量高速遠心機用アングルロータ

  ⑥上清を超遠心用試料とする。（凍結保存可
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ででロロタタウウイイルルススをを分分離離ししたた例例

ルスの分離には大形の超遠心機とスイングロータが用い

る遠心分離が行われていました。ここでは、特にウイル

、S80AT3形アングルロータを用いて、小型球形ウイルス

きることがわかりました。
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ウイルスの分離ウイルスの分離ウイルスの分離ウイルスの分離
遠心機：CS150GX形小形超遠心機

ロータ：S80AT3形アングルロータ

チューブ：6PCアツチューブ

回転数：45,000rpm

時間：1.5時間

温度：４℃

加速：「５」

減速：「７」

試料量：3ml

クッション液（30%(w/w)ショ糖）：2ml
心チューブに入れる。

7,000rpm)、30分、４℃、で遠心する。

カーボン（HCFC141b）を加え、2分間攪拌する。

4,000rpm)、30分、４℃、で遠心する。



２． 超遠心分離の条件

  前ページの電子顕微鏡写真の右側参照

３． 超遠心後の処理

  ①超遠心後のチューブをロータから取り出し、褐色の上清および 30%ショ糖液をパスツールピペット

で除去する。

  ②チューブ内壁に付着している液をキムワイプでコヨリを作り吸い取る。（この時、沈殿には触れな

いように注意する。）

  ③30μlの純水を加え、パラフィルムなどでチューブにフタをする。

  ④加えた純水が沈殿に触れるような傾斜状態で遠心チューブを一夜、４℃で保持する。

  ⑤振とう装置で約 30分振とうする。

  ⑥1.5mlマイクロチューブに全量を移す。

  ⑦15,000rpm、30分、４℃で遠心する。

  ⑧1～2μlの上清を取り、陰性染色して透過型電子顕微鏡で観察する。

電子顕微鏡写真を含め、これらの結果は国立感染症研究所ウイルス２部　宇田川悦子先生よりご提供い

ただきました。
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